パラオにおける戦争の「記憶」と「遺跡」 : 戦没者遺骨収集と考古学 by 石村 智
− 1 −
金沢大学考古学研究室　　2010 年 5 月 30 日　 
金大考古 第66号
The Archaeological Journal of Kanazawa University volume 66  May 2010
 パラオにおける戦争の「記憶」と「遺跡」
       ―戦没者遺骨収集と考古学―










































































































量 14050 t を測り、1944 年 3 月 30 日にコロール島パ
ラオ港内で敵機動部隊の空襲を受け沈没し、総員 222










自ら 1995 年と 2004 年に石廊に潜って慰霊巡拝を敢行
し、厚生労働省に遺骨調査の実施を働き掛けた。それ
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図 1　ペリリュー島の海軍司令部跡 図 2　「石廊」におけるダイバーによる遺骨調査
